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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2006-233822(P2006-233822A)
【公開日】平成18年9月7日(2006.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2006-035
【出願番号】特願2005-47831(P2005-47831)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｄ  45/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｌ  13/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｄ  45/00    ３２０Ｚ
   Ｆ０２Ｄ  45/00    ３７０Ｂ
   Ｆ０１Ｌ  13/00    ３０１Ｊ
   Ｆ０１Ｌ  13/00    ３０１Ｙ
   Ｆ０２Ｄ  13/02    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　また、εフィルタ１２２では、メジアンフィルタ１２１によりサンプリングされたフィ
ルタ値Ｒｓｌｄ＿ｆｌｔに、下式（１１）～（１４）に示すフィルタリング処理を施すこ
とにより、中心値Ｕｃａｉｎ＿ｃｅｎｔが算出される。なお、下式（１１）において、ｎ
は整数であり、ｍはｍ≧２ｆ＋１が成立するような整数であり、εは正の所定値である。

【数５】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　なお、以上の各実施形態は、ΔΣ変調アルゴリズム、ΣΔ変調アルゴリズムおよびΔ変
調アルゴリズムを適用したアルゴリズムによって、制御値を変調することにより、制御入
力Ｕｃａｉｎを算出した例であるが、制御入力の算出に用いる変調アルゴリズムはこれに
限らず、制御値を変調することにより、制御入力を算出できるものであればよい。例えば
、変調アルゴリズムとして、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）アルゴリズムや、ディザ
により制御値を変調するアルゴリズムを用いてもよい。
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